





















 周知の通り、日本語で「近代」にあたるフランス語 moderne の語義には、大きく三つに
大別される。一つ目は「現代の」という意味である。音楽史書における類似の表現として




ては「新しい nouvelle」「前衛 avant-garde」「進歩 évolution」「革新 révolution」という形容























する時期は 1901-1945 年として区分されていることになる（Lesure 2017）。同「パリ」の項
目においては、1870 年以降が一括りになっていることに変わりはないが、その中で
1870-1918 年、1918-1944 年 4 月、1945 年以降と区分されており、引き続き三つの戦争が区
分として機能を果たしているものの、区分する年に僅かな変更が見られる（Pasler 2017）。 
 『MGG』「フランス」の項目においては、1870 年から 1944 年までが一時代として区分さ
れており、そのなかでも 1914年まで、1914-1944年に分けられている（Faure 1994: 770-776）。
いっぽう、「パリ」の項目に関しては世紀ごとの区分となっている（Laederich 1994: 
1369-1375）。 










大戦後は別の時期として区分されている（平島 1982: 2154-2161）。 
 以上のことから、事典項目においては概ね三つの戦争が区分として用いられていること、
そのなかでも 1870 年と 1945 年が大きな節目とみなされていることが見て取れる。その間






ている Gut and Pistone（1977）および Pistone（1979）などのほか、20 世紀前半を扱った Caron, 
de Medicis and Duchesneau（2006）が挙げられる。三つの戦争で区分しているものとしては、
普仏戦争から第二次世界大戦まで（第三共和政）を扱う Duchesneau（1997）、Kelly（2008）、







史が 1870 年以降数百を超えるのに対し、フランス音楽史はわずか 10 程度しか出版されて
いない5。近代フランス音楽史は現在に至るまで定期的に刊行されているが、その殆どは、
20 世紀前半に「現代音楽」として出版されたものである。 
                                                          
3
 本項目は「近代フランス音楽」という呼称が用いられている数尐ない例でもある。 














C）刊行年から遡る 25 年・50 年・100 年の区分 
D）時代の転換点を象徴する作曲家による区分 
 















なる区分が用いられている。たとえば、ラヴォワ Lavoix（1891）の初版では 19 世紀まで
の音楽しか扱われていないが、増補改訂版（出版年不明）に際して、ロビノー Robineau
が 20 世紀初頭の音楽に関する章を加筆している（1909 年 12 月の署名）。ここでは事実上
1870 年以降のフランス音楽のあらたな試みに関する概観が記述されている。また、ブリュ
ノー Bruneau（1901）6 は書名としては 8 世紀から 20 世紀までという区分を用いてはいる
が、本文では世紀ごとの時代区分は行なっていない。近代に相当する作曲家については、
                                                          









たとえば、英米語圏・ドイツ語圏の音楽史記述と極めて近い記述傾向を持つ  パティエ 
















                                                          
7 ただし、1900 年から 45 年までを扱った「近代音楽 La musique moderne de 1900 à 1945」と 1945 年













り、偉大なるフランスの未来への期待が述べられている（Jean-Aubry 1916: 2）。 





位性 suprématie de l’ école française」が主張されている（Tiersot 1918: 2）。 
 フランソワ＝サペー Francois-Sappey（2013）においては、1870 年以降のフランス音楽に







C．刊行年から遡る 25 年・50 年・100 年の区分 
 1900 年以降、フランス音楽の過去を振り返る音楽史書が定期的に刊行されている8。A お
よび B の区分とはある種一線を画す形で、過去 25 年・50 年・100 年という区切りで、刊行
年から遡る一定期間を概観するという趣旨である。ただし、実際に扱われている内容には、
別の時代区分が垣間見える。 




 ロオヅィンスキ Rohozinski『フランス音楽の 50 年』（1925-28）はタイトルとしては刊行
年から過去 50 年を振り返っているが、各章を担当している執筆者は、実際には 1870 年以






 このほかにも、ジェルマン＝ダヴィッド Germain-David（2004）が 1950 年から 2000 年
までのフランス音楽について概観している例もある。 
















































1870−80 年をフランス楽派の復権、1880−1900 年をフランス楽派の飛躍、1900−1910 年を急
成長、1910−40 年をフランス音楽の支配と位置づけている。概ね 1870-1945 年を含む 100






















のである事を誇らしく主張している（Landormy 1923: 454）。また、ウーレ Woollett 著『音
楽史』の最終巻（1924）にも、フランスが世界の中心であり、音楽の覇権を取り戻したと











































                                                          
9 たとえば Salini（1979）、Fousnaquer（1992）が挙げられる。 
10 たとえば Germain-David（2004）が挙げられる。 






























 本稿は JSPS 科研費（若手研究 B、課題番号 25870215）の成果の一部である。 
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